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発行責任者

施設長 村田勇樹

2018年4月より地域密着型サービ

スへ移行しました。また、基準

該当生活介護（障がい福祉）

サービスを開始し、身体的な障

がい等により入浴が困難な方や、

食事・排泄などの支援を行いま

す。

定員15名の小規模で自立支援に

向けた野外活動等を積極的に

行っています。機能訓練・趣味

活動・レクリェーションでは一

人ひとりに合わせたプログラム

の提案を行い、楽しみながら心

も身体も活発になり生活意欲向

上に繋がるよう働きかけていま

す。

「ご自宅でお風呂に入りた

い！」そんな願いを、お手伝

いいたします。狭い場所でも

畳二畳分のスペースがあれば

大丈夫！住宅の3階・4階にお

住まいでも大丈夫！優しくて

力持ちのスタッフが丁寧に

サービス提供いたします。

施 設 長 就 任 挨 拶

この度、2018年4月1日付で奄美佳南園施設長に就任しました村田勇樹と申します。

1995年学校卒業と同時に聖隷福祉事業団へ入職し、奄美佳南園の介護職として勤務しました。そ

の後、生活相談員・事務職と聖隷チャレンジ工房カナン（就労支援事業所）での勤務をしてまいり

ました。

私が初めて奄美佳南園に来た日（1994年8月）を振り返ります。

学生の夏休み時に直接電話でボランティアをお願いし、承諾を受け奄美佳南園に来ました。奄美

佳南園の多目的ホールには縦看板が掲げられ「夕暮れになっても光がある（聖書）」の御言葉が書

かれていました。職員のご利用者一人ひとりへの接し方や、施設理念を職員が大切にしている姿を

実際に目にして、高齢者に対する尊敬と情熱を深く感じ「この施設で働きたい」と当時の施設長

（加納八輝氏）へ直接お願いして入職し、現在に至ります。

奄美佳南園をはじめ聖隷福祉事業団には素晴らしい伝統があり、多くの先輩方や地域の皆様から

の「力」によって培われてきたと思います。この奄美佳南園の施設長として勤務をすることとなり、

責任の重さをとても痛感しております。

先祖から受け継いだこのシマ（奄美の地）は、人も気候もあたたかく、このシマを作ってきた先

輩方への介護や福祉に従事することができることを誇りに思い、精一杯尽力してまいります。

職員の皆様と共に、今年度は下記の目標に向かって取り組みます。

１．ご利用される皆様の満足の向上

２．私たち職員の成長と働き甲斐のある職場づくり

３．社会福祉事業の責任を果たすべく質・生産性の向上と健全経営の推進

４．地域への社会貢献の実施

皆様には、何かと至らぬ点もあろうかと存じますが、ご指導・ご支援を賜りますよう、お願い申

し上げます。
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【苦情解決公表】平成29年9月～平成30年3月

公表に至る苦情はありませんでした。 苦情解決委員会

【お知らせ】

紙面に掲載している写真・氏名等は、予めご本人の承諾を得たものです。

記事に関するお問い合わせ、住所移転、郵送不可等、お手数ですが、ご連絡下さ

いませ。

社会福祉法人 聖隷福祉事業団 奄美佳南園 広報委員会

〒894-0014 鹿児島県奄美市名瀬平田町7-15

TEL  0997 - 52 - 8688

FAX  0997- 52 - 8695

http://www.seirei.jp/ eldelyhome/amami/

≪施設理念≫

夕暮れになっても光がある

✪ ホームページをリニューアルしました ✪

事業所紹介やサービス利用に関する情報、職員募集などタイムリーな情報やお知らせなど掲載しています。

http://www.seirei.or.jp/elderlyhome/amami/ 検索は⇒ かなんえん

【編集後記】

いつも「かなんえんだより」をご愛読いただき、ありがとうございます。

ゴールデンウイーク、名瀬では最低気温が15度を下回った日があり、あまりの寒さに、

もう使うことはないだろうと、押し入れに直した掛け布団を慌てて引っ張り出した。地球

温暖化が叫ばれる昨今、奄美の冬は逆に寒さが厳しくなったような気がする。春の訪

れが遅くなったような気がする。そう感じるのは、私だけでしょうか。単に、年を取ったせ

いなのでしょうか。さて、いよいよ来年のゴールデンウイークは、新天皇即位、そして、

新しい年号に代わる。明治・大正・昭和・平成・・・・・・、どんな年号になるのかとても気

になる。自分なりに予想したいと思います。

広報委員 M.K

「聖隷チャレンジ工房カナン」では障がいが理由によ

り就職が困難な方が、さまざまな訓練を体験して、一

般企業就職を目標としています。

今回、余暇活動の一環として季節行事として「ひな飾

り」を行いました。

男性陣は土台作り、女性陣はひな人形・飾りの取り付

けを担当し、皆で協力し、1時間程度で組み立てること

ができました。

出来上がったひな人形と記念写真を「パシャリ!!」

ご来園された方や入所している利用者に楽しんで頂

ければ何よりです。

聖隷チャレンジ工房カナン

ドールハウス あまり知られていない趣味ですが1/10サ

イズのミニチュアハウスです。

最初に作ったのが廃品を利用して作ったピンクの椅子

でした。それから周りにある日用品や廃材を使って何かで

きないか考えるようになりました。

「細々とした作業で面倒くさくないのか？」

とよく聞かれますが、それが私にとっての至福の時間なの

です。

私の作品を通じて多くの人が感動・興味を持って楽しん

で頂ければと思い奄美佳南園での展示を行っています。

興味のある方は声を掛けてください！

製作者

久留みどりさん
（日清医療食品株式会社）


